
改

正

後

改

正

前

第
五
条

除
籍
簿
は
、
年
ご
と
に
こ
れ
を
別
冊
と
し
、
丁
数
を
記
入
し
、
そ
の
表
紙
に
「
令
和
何
年
除
籍
簿
」
と

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

除
籍
簿
は
、
年
ご
と
に
こ
れ
を
別
冊
と
し
、
丁
数
を
記
入
し
、
そ
の
表
紙
に
「
平
成
何
年
除
籍
簿
」
と

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

市
町
村
長
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
数
年
度
の
除
籍
簿
を
一
括
し
て
つ
づ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
は
、
更
に
表
紙
を
つ
け
、「
自
令
和
何
年
至
令
和
何
年
除
籍
簿
」
と
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
長
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
数
年
度
の
除
籍
簿
を
一
括
し
て
つ
づ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
は
、
更
に
表
紙
を
つ
け
、「
自
平
成
何
年
至
平
成
何
年
除
籍
簿
」
と
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

﹇
略
﹈

４

﹇
同
上
﹈

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
六
十
三
条

市
町
村
長
は
、
届
出
又
は
申
請
の
受
理
に
際
し
、
戸
籍
の
記
載
又
は
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
三
条

﹇
略
﹈

第
六
十
三
条
の
二

﹇
同
上
﹈

第
六
十
九
条

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
つ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
相
当

で
な
い
戸
籍
又
は
除
か
れ
た
戸
籍
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
九
条

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
市
町
村
長
は
、
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
戸
籍
事
務
の
全

部
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
つ
て
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
取
扱
い
に
適
合
し
な
い
戸
籍

２

前
項
の
市
町
村
長
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
の
一
部
の
区
域
を
定
め
て
そ
の
区
域
内
に
本
籍
を

有
す
る
者
に
つ
い
て
の
戸
籍
事
務
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
つ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

除
籍
簿
に
つ
づ
ら
れ
た
除
か
れ
た
戸
籍

第
七
十
三
条

戸
籍
法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
戸
籍
証
明
書
又
は
除
籍
証
明
書
（
以
下
「
戸
籍
証
明
書
等
」
と
い

う
。）に
は
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
。

第
七
十
三
条

戸
籍
法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
書
面
に
は
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
。

﹇
一
〜
六

略
﹈

﹇
一
〜
六

同
上
﹈

２

戸
籍
証
明
書
等
は
、
付
録
第
二
十
二
号
様
式
に
よ
つ
て
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
書
面
は
、
付
録
第
二
十
二
号
様
式
に
よ
つ
て
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

戸
籍
証
明
書
等
に
は
、
市
町
村
長
が
、
そ
の
記
載
に
接
続
し
て
付
録
第
二
十
三
号
書
式
に
よ
る
付
記
を
し
、

職
氏
名
を
記
し
て
職
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
書
面
に
は
、
市
町
村
長
が
、
そ
の
記
載
に
接
続
し
て
付
録
第
二
十
三
号
書
式
に
よ
る
付
記
を
し
、

職
氏
名
を
記
し
て
職
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
戸
籍
証
明
書
等
に
準
用
す
る
。

４

第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
書
面
に
準
用
す
る
。

５

戸
籍
証
明
書
等
に
年
月
日
を
記
載
す
る
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
の
書
面
に
年
月
日
を
記
載
す
る
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

戸
籍
証
明
書
等
の
記
載
は
、
付
録
第
二
十
四
号
の
ひ
な
形
に
定
め
る
相
当
欄
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
事
項
欄
の
記
載
は
、
付
録
第
二
十
五
号
記
載
例
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
の
書
面
の
記
載
は
、
付
録
第
二
十
四
号
の
ひ
な
形
に
定
め
る
相
当
欄
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
事
項
欄
の
記
載
は
、
付
録
第
二
十
五
号
記
載
例
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和元年月日 木曜日 (号外第号)官 報
３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
若
し
く
は
予
備
免
許
を
受
け
、
又
は
免
許
を
申
請
し
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
無
線
設
備
規
則
（
以
下
「
設
備
規
則
」
と
い
う
。）第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
船
舶
に
設
置
す
る
無
線
航
行

の
た
め
の
レ
ー
ダ
ー
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
設
備
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
設
備
規
則
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
船
舶
に
設
置
す
る
無
線
航
行
の
た
め
の
レ
ー
ダ
ー
に
係
る
電
波
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

５

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
型
式
に
つ
い
て
総
務
大
臣
の
行
う
検
定
（
以
下「
型
式
検
定
」と
い
う
。）に
合
格
し
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
設
備
規
則
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
船
舶
に
設
置
す
る
無
線
航
行
の
た
め
の
レ
ー

ダ
ー
（
電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
第
十
一
条
の
五
に
基
づ
き
型
式
検
定
を
要
し
な
い
機
器
と
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
型
式
検
定
の
合
格
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
四
号

戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
百
十
八
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
一
条
並
び
に
戸
籍
法
及
び
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
六
十
七
号
）
附
則
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
戸
籍
法

施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
六
月
二
十
日

法
務
大
臣

山
下

貴
司

戸
籍
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
戸
籍
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

戸
籍
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
司
法
省
令
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。


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